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“Let's act now for the future” “Do something for someone and have an enjoyable club life for yourself  !”
「未来に向けて今すぐ行動しよう」 「誰かのために奉仕して  自分のための楽しいクラブライフを！」
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ワイズメンズクラブ国際協会東日本区 東京都新宿区四谷本塩町 2番 11号日本YMCA同盟会館２階

〈敬称略〉

去る7月10日（日）に、山梨
YMCAにおいて東日本区理事就
任・引継ぎ式が行われ、正式に
2022ー2023年度東日本区理事
に就任を致しましたことをまず、
ご報告申し上げます。いよいよ新

しい舵取りを任された重責に、勇往邁進してまい
る所存です。宜しくお願い申し上げます。

［アフターコロナ～奉仕活動の方法を変えてみよ
う］
私達を必要としている人達に対して奉仕活動が　
満足に出来ない状態にあります。今だからこそ　
困っている人々のため、暖かい活動をする時で
す。そう考えて、今までの活動を見なおし、中止
でなく、再開の工夫を考え、活発に活動してみま
しょう。

［ウクライナ避難民のための募金活動］
戦争が長引いております。ウクライナ避難民のた
めの募金活動を８月末まで延長します。　
６月でいったん募金活動を終了しましたが、日本
YMCA同盟は８月まで募金活動を延長しており
ます。少しの無駄を省き節約することにより、ウ
クライナの人々のために募金をしましょう。
方式はネットからの募金もできます‥‥募金は日
本YMCA同盟に献金します。
苦しみをチャンスに変えて、今こそ活動しましょ
う。　　　　　　　　【Ｐ9に募金サイト案内】

［新クラブ誕生‥‥これを手本に新クラブを立ち
上げましょう］
あずさ部では、１２年ぶりの新クラブ誕生が決ま
りました。国際協会に登録が受け付けられ、９月
３日、めでたくチャーターナイトが出来る運びと
なりました。久しぶりの新クラブ誕生を祝いま
しょう。甲府に行き、シャインとワインを楽しみ
ジョインしましょう、交流を深めましょう。

［会員増強］
会員増強は「私にはできない・誰かがやってくれ
るだろう」と傍観者でなく、火中の栗を拾うチャ
レンジャーになりましょう。
ワイズは、魅力ある団体です。誇りの持てる奉仕
団体です。自信をもってお誘いの行動をしましょ
う。

2022-2023年度 東日本区理事
佐藤　重良（甲府２１）

強調月間・戦略２０３２
8月の強調月間は「戦略2032」です。5月の国際
議会にて採択され、これから10年、毎年の目標を
積み上げて2032年を迎えようというものです。
すでに理事通信2022.6.20に掲載されておりま
す。とはいえ、良く目を通した方は少ないのかも
しれません。7月9日に行われた東日本区第1回役
員会において、元アジア太平洋地域会長・行政監
事　田中博之さんから「戦略2032」について説明
をしていただきました。このプレゼンは、全ての
内容を網羅しておりますので、是非クラブ例会で
ご覧ください。　
https://youtu.be/rLM3y8mjgyA　　25分のビ
デオですので、例会等で議論していただくことを
お勧めします。東日本区でも今から戦略2032に対
応した施策を検討していきます。
　　　　　　　　　　　　［区書記　清藤城宏］

8 月は、私たちの将来計画を検討する月です。
国際協会では、YMI(ワイズメンズクラブ国際協
会)を親睦と地域社会への影響において卓越した組
織とするための10年間の青写真を作成しました。
「戦略2032」は、創立から2世紀を迎えるにあた
り、私たちが集団として成長し、世界に永続的で
前向きな変化をもたらすという願いを込めていま
す。今後10年間、私たちはYMCAのミッション
パートナーとして、健康、環境、教育の分野に焦
点を当て、公平で持続可能な世界のために活動し
ていきます。

今月の強調月間テーマ「戦略2032」
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2022.7.1現在
7/25 報告分

部　名 2020 2021 2021 2022 直近 部　名 2020 2021 2021 2022 2022.7.1 直近

クラブ名 7.1 1.1 7.1 1.1 入会 退会 差引 増減 クラブ名 7.1 1.1 7.1 1.1 入会 退会 差引 増減

北海道部 あずさ部

札幌 8 8 8 9 0 0 9 0 甲府 33 33 30 30 1 1 30 0

北見 11 11 11 11 0 1 10 -1 東京西 12 12 12 12 0 0 12 0

十勝 18 18 18 18 0 0 18 0 東京武蔵野多摩 11 11 10 10 0 1 9 -1

札幌北 9 9 8 8 0 0 8 0 *松本 10 10 10 11 0 0 11 0

4 46 46 45 46 0 1 45 -1 東京サンライズ 19 19 18 18 0 1 17 -1

北東部  甲府２１ 38 43 48 51 2 0 53 2

仙台 13 13 14 14 0 2 12 -2 東京八王子 13 13 13 12 1 1 12 0

前橋 7 7 7 7 0 1 6 -1  東京たんぽぽ 9 9 9 8 0 1 7 -1

宇都宮 31 31 32 32 1 2 31 -1 *富士五湖 11 11 11 11 0 0 11 0

仙台青葉城 14 14 13 13 0 0 13 0 *長野 10 10 10 8 1 1 8 0

*足利 1 3 3 3 0 0 3 0 10 166 171 171 171 5 6 170 -1

*会津 湘南・沖縄部

（2022年1月解散） 横浜 12 11 12 12 0 0 12 0

宇都宮東 8 7 7 7 0 0 7 0 *沖縄那覇

那須 6 6 6 7 0 0 7 0 (2021年6月解散)

もりおか 14 13 14 14 0 0 14 0 鎌倉 8 9 9 11 0 0 11 0

仙台広瀬川 15 15 14 14 2 1 15 1 横浜とつか 12 12 12 11 0 0 11 0

石巻広域 18 22 20 22 0 1 21 -1 厚木 15 13 12 11 0 1 10 -1

10 132 136 135 133 3 7 129 -4 金沢八景 12 11 11 11 0 0 11 0

関東東部 横浜つづき 17 17 16 16 1 1 16 0

東京江東 22 22 21 21 1 1 21 0 *沖縄

千葉 14 11 11 11 2 2 11 0 (2021年6月解散)

東京グリーン 16 16 16 15 0 0 15 0 横浜つるみ 9 9 10 11 1 0 12 1

埼玉 8 8 8 7 0 1 6 -1 7 101 97 82 83 2 2 83 0

東京北 12 12 11 11 1 1 11 0 富士山部

所沢 11 11 11 11 4 0 15 4 *熱海 45 45 43 43 1 3 41 -2

東京ひがし 15 15 13 12 0 0 12 0 *沼津 15 15 15 15 0 0 15 0

川越 10 10 10 10 0 1 9 -1 *伊東 18 18 18 17 0 6 11 -6

茨城 9 9 9 9 1 3 7 -2 *三島 11 10 8 8 0 0 8 0

東京ベイサイド 15 15 14 14 0 1 13 -1 *下田 7 7 6 6 0 0 6 0

千葉ウェスト 8 8 9 0 0 9 0 *熱海グローリー 13 13 15 15 0 2 13 -2

11 132 137 132 130 9 10 129 -1 御殿場 21 21 14 14 0 2 12 -2

東新部 富士 15 14 13 14 0 2 12 -2

東京 27 27 23 24 1 0 25 1 富士宮 20 19 19 18 0 2 16 -2

東京むかで 11 12 12 11 0 2 9 -2 9 165 162 151 150 1 17 134 -16

東京世田谷 12 13 14 14 0 0 14 0

東京町田コスモス 8 8 8 9 0 0 9 0 2020 2021 2021 2022 2022.7.1 直近

東京センテニアル 8 8 8 8 0 1 7 -1 7.1 1.1 7.1 1.1 入会 退会 差引 増減

東京多摩みなみ 12 12 10 10 1 0 11 1 総クラブ数 60 61 59 58 クラブ数 58 0

東京町田スマイリング 10 9 9 5 0 0 5 0 総会員数 830 838 800 794 22 46 770 -24

7 88 89 84 81 2 3 80 -1 ＊印のクラブは、担当主事がいないか、または在籍していても

　複数クラブ担当のため、当該クラブの人数には含めません。

― ― ― ― ―

2022.7.1

東日本区合計

一般社団法人ワイズメンズクラブ国際協会東日本区
2022-2023 年度 《前期》 現勢 

1 3 ― ― ― ― ― ―

15 12 ―

― ― ―5 5 5 ― ―

2022年7月1日現在の東日本区のクラブ会員数の集計が７７０名と報告されました。
2021年7月1日は８００名でのスタートでした　３０名の減少です。
2020年7月1日は８３０名でした　ここ２年間で６０名の激減です。
各クラブ・各部・Change！2022委員会・EMC委員会とも熱心に活動していただいておりますが、減少に
歯止めがかかりません　私は基本方針に会員増強を最大の課題と掲げさせていただきました。世界の平和
と人類の幸福の実現に寄与することができるよう、ワイズダムの活動を推進するために、会員増強が必須
条件です。共に知恵を出し合い　減少に歯止めをかけ会員増員に転じますよう共に活動（各地のYMCAも
含め）しましょう。       　　　　　【理事　佐藤　重良】
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東日本区ニュース

○臨時代議員会の開催（訂正）

８月２６日に行われる予定でした臨時代議員会
は、Zoomオンライン会議とお知らせしました
が、常任役員会で書面・メール投票にて実施する
ことが決まりましたので、訂正、お詫びいたしま
す。代議員の皆様には、追ってご連絡いたしま
す。よろしくお願いします。

○今年度の国際投票について
　～特例申請は申告してください～

ワイズメンズクラブ国際協会の国際投票は、最小
限15名以上の会員を有するクラブであることが条
件ですが、設立（チャーター）後少なくとも25年
が経っているクラブで、過去3半期の間、会員数が
5名から14名のクラブについては、「特例申請」
をすることで「投票」することが可能です。特例
申請を希望するクラブの会長は､東日本区書記清藤
までご連絡ください。
▶締切　9月15日（木）まで

○理事就任式・引継ぎ式

2021-2022年度から2022-2023年度へ移行す
る儀式である、理事就任・引継ぎ式が、 2022年7
月10日（日）午前11時より、山梨ＹＭＣＡ3階
ホールにて行われました。
　通常、東日本区大会内で行われる重要な式典で
すが、今期はコロナ禍での完全リモート開催と
なったため、リアルでの式典は別日程で行われま
した。当日は元アジア太平洋地域会長・田中博之
さんに司会・司式を執り行って頂きました。ス
テージ前には「リジョン旗」「理事ホームクラブ
バナー」「区大会バナー」の3つが並び、厳かな儀
式に彩りを添えます。

参加の方々（敬称略）
大久保知宏（宇都宮）直前理事、鈴木伊知郎（宇
都宮）直前会計、板村哲也（東京武蔵野多摩）元
理事、小山久恵（東京サンライズ）区ＣＳ・Ｙサ
事業主任、仙洞田安宏（甲府）区ヒストリアン、
小倉恵一（甲府）区財政監事、小林隆（沼津）区
事務所長、甲府クラブ田中克男会長、富士五湖ク
ラブ望月勉会長、富士五湖クラブ望月喜代子会計
にお越し戴きました。
佐藤重良理事ホームクラブとして甲府21ワイズメ
ンズクラブからは廣瀬健会長ほか清藤城宏（区書
記）、荻野清（区会計）、山口了（区副会計）、
松村仁子（区ワイズメネット委員長）､野々垣健五
(山梨ＹＭＣＡ理事長)、駒田勝彦（区文献・組織
検討委員会委員長）､小澤公紀（副会長）､飯田剛
（副会長）、水越正高（書記）、松村豪夫、奈良
田和也、藤原琢也、薬袋勝、小澤智之、寺田喜
長、赤根学、薬袋けさみ（ワイズメネット）、
野々垣悦子（ワイズメネット）、荻野優子（ワイ
ズメネット）が参加。
また山梨ＹＭＣＡからは、中田純子（総主事）、
武藤国雄、田草川啓各氏の出席を頂きました。

▶式典映像は、こちらをご覧ください。
https://youtu.be/tNllg014IJM

○第１回東日本区役員会報告

2022年７月９日、第1回東日本区役員会がオンラ
インで開催されました。
出席者２６名（うち議決権者13名）
開催時間19：00-21：14
［1号議案］
・第２５回東日本区大会決算報告　承認
［2号議案］
・区主催の会合での礼拝献金の贈呈先を東日本区
　大震災被災者復興支援活動に寄付すること承認
「戦略2032」の説明（田中行政監事）
　https://youtu.be/rLM3y8mjgyA　
[今年度の各部長、事業主任等の活動計画の発表]
　　　　　　　　　　　　　（書記　清藤城宏）

迄

臨時代議員会はメール投票に変更
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○ユース事業主任から
　

▶「第34回ユースボランティア・リーダーズ
フォーラム（YVLF）」のお知らせ◀
2022年９月30日（金）～10月２日（日）２泊３
日で東京ＹＭＣＡ山中湖センターで予定されてい
ます。約30名のユースリーダーが参加する予定で
す。ワイズメンズクラブとYMCAの協働プロジェ
クトで２日目の昼食は参加ワイズが協力してカ
レーを作り、リーダーに提供したりする楽しい
フォーラムです。コロナ感染予防をしっかりと行
うべく準備がすすめられています。ワイズへの案
内と申し込み書は８月に配信されます。ぜひご参
加ください。

▶「第18回インターナショナルユースコンボケー
ション2022（IYC2022）」のお知らせ◀
2022年９月４日（日）～9日（金）、タイのチェ
ンマイで予定されています。通常はワイズメンズ
クラブ国際大会と連動して開催されますが、
2020、2022年の国際大会がCOVID-19の影響で
中止となったため、IYC単独で開催されることに
なりました。世界中の若者がチェンマイに集い、
寝食を共にしながら議論・研鑽し、交流する機会
です。ユースが世界に視野を広げ、ワイズメンズ
クラブ・ＹＭＣＡの活動を理解する機会になりま
す。派遣するユースは18～30歳でYMCAボラン
ティアリーダー、学生YMCA、ユースクラブメン
バー、ワイズリングズ（コメット、マゴメッ
ト）、YMCAスタッフ等です。
各部、各クラブからの推薦を依頼中で、締め切り
は８月４日です。募集人員は東日本区から4名程度
で、応募者が出そろった段階でユース事業委員会
で選考となります。参加費用は登録料（食事・宿
泊含）と旅費交通費になります。国際協会、東日
本区から補助金が支給されます。また推薦クラ
ブ、部からの支援金も推奨しています。
□問い合わせ先：衣笠東日本区ユース事業主任
メール　tkinubus@gmail.com

▶「第９回オープンフォーラムＹ」は2023年５月
頃開催の予定◀
東日本区ユース事業委員会が主催するフォーラム
です。国内外の諸課題に対し、自分なりにアク
ションプランを持っていたり、国際協力、人道支
援、ＮＧＯ、社会起業等で活動したい、さらに学
びたいなど、様々なニーズを持っているユースが
集まり、互いに学び、伝え合い、そして夢を実現
する仲間をつくり、方法を具体的に考えるフォー
ラムです。今回はＳＤＧsユースアクションと連動
して、共有と支援を軸として展開する予定です。
□参考用：https://youtu.be/_22aGcR180I

 2022-2023年度　
 ユース事業主任　衣笠輝夫（埼玉クラブ）

○国際議員から

利根川国際議員より去る2022.7.3～7.8に行われ
た国際議会での決定事項についてレポートを頂戴
致しました。
▶議案　5＆6 2022/23年度も、18歳から35歳
までの若者、または既存の会員の配偶者が入会し
た場合、国際会費を50％減額することをもう1年
継続する。ただし、該当者は新入会員として国際
本部に会員数報告の締切（8月10日および2月10
日）以前に登録されているものとする。
▶議案　10　BFポリシーとBFマニュアルの改訂
の承認
▶議案　14　2022年7月1日開始で、以下の新し
いTOFプロジェクトに計110,000CHFを拠出す
る。
・TOF 22-01 ガンビアのバンジュールにおける 
「YMCAガンビア青少年エンパワーメントセン   
　ターの開発」（YMCAガンビア/フィンランド）
　- 13,000 CHF 
・TOF 22-02 タイ、チェンマイにおける「森林
　生態系の保全と再生、持続可能な農業」
（YMCA /YMC チェンマイ） - 12,000 CHF 
・TOF 22-03 ハイチで「安全な場所」（ホル　
　ジョン, YWCA ハイチ） - 13,500 CHF 
・TOF 22-04 スロバキアのリプトフスキー・ミ
　クラーシュで「人材育成」（リプトフスキー　
　YMCAs　ミクラーシュ、スロバキア) - 12,000 
　CHF 
・TOF 22-05 パナッカパラムでの「女性エンパ
　ワーメントプロジェクト（縫製とコンピュータ
　研修）」インド（YMCパナッカパラム）- 　　
　10,000 CHF 
・TOF 22-06 インド・カルペッタでの「弱者の
　ための予防医療」（西インド地区/カルペッタ　
　YMCA）- 10,000CHF 
・TOF 22-07 「COVID-19パンデミックの影響
　を受けた脆弱な地域社会における身体的・精神
　的ヘルスケアのための健康的な代替手段を生み
　出す」（YMCバルパライソ） - 12,500CHF 
・TOF 22-08 「YMCA卒業生国家奉仕プロジェ
　クト　スーYタイニーホーム＆トゥイッグビル

衣笠　輝夫 国際議員　利根川　恵子

次ページに続く↘
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握し、支援策に結び付けていくことが期待されて
います。

2.世界のYMCAのトピックス

■世界YMCA大会開催
7月3日～8日デンマークのオーフスで、4年に1度
の世界YMCA大会が開催されました。第20回にあ
たる今回は「IGNITE（火をつける）」をテーマ
に、初のハイブリッド形式で行われ、現地参加約
1,000名、オンライン参加1,000名という過去最
大級の大会となりました。日本からは田口日本
YMCA同盟総主事など12名が現地参加、オンライ
ンで44名が参加しました。
大会では、コロナ後の世界やSDGsなどグローバ
ルな課題に対してYMCAが行動を起こしていくた
めの「VISION2030」が採択され、以下の4つの
目標が掲げられました。
①Community Wellbeing (コミュニティーウエル    
 ビーイングファースト)
②Meaningful Work（やりがいのある仕事と環境  
 の創造）
③Sustainable Planet
（持続可能な地球のために）
④Just World
（公正な世界の実現のために）

同時開催された、世界YMCA退職主事会の会長に
山田公平さん（元同盟総主事、前APAY総主
事）、同アジア会長に島田茂さんが選出されまし
た。また会の中では、ワイズメンズクラブ国際協
会100周年の記念式典もあり、次期アジア太平洋
地域会長の利根川恵子さんも参加されました。次
回は2026年にカナダ・トロントで開催されます。

■APAY（アジア・太平洋YMCA同盟）
　2021年度事業報告書 
事業報告書ではユースの育成、気候変動、ジェン
ダー、メンタルヘルス、災害対策などへの取り組
みが報告されています。（英文・全87頁）

3．日本のYMCAのトピックス
■ウォーターセーフティーキャンペーン開催中
　▽ライフセーバーのお仕事を体験　7/17（三浦
　YMCAグローバル・エコ・ビレッジ））
　▽プレスリリースを活用、安全知識の普及に尽
　力（大阪YMCA）
　▽親子で着衣泳体験。海藻や波など疑似自然も
　体験（東京YMCA）　　
■広島YMCAユース平和ミーティング
「広島YMCA国際青少年平和セミナー」が、今年
はユースリーダーたちの企画により「ユース平和
ミーティング」とし、オンライン（Zoom）で実
施されました。7月29日（金）19:00～21:00

■大阪YMCA発達障がい支援セミナー
「保護者との連携と関わり ～発達に課題が感じら
れる子を支えるために～」 
【日　時】8月1日（月）10:00～  8月14日(日)
＊期間中オンデマンド配信
【講　師】長澤 正樹氏（新潟大学大学院教育実践
学研究科（教職員大学院）教授）
【参加費】2,000円　

4．日本YMCA同盟からのお知らせ
■第11回日本YMCA同盟協議会　3年ぶりにリア
ルで開催
6月18日～19日、東山荘を会場に初のハイブリッ
ド形式で開催され、計130人が参加。中期計画2年
目に向けた協議のほか、アジア・太平洋YMCA同
盟総主事へのインタビュー、ウクライナからの避
難者との交流・報告会とともに主事認定証授与式
などが行われました。「久しぶりに全国YMCAの
連帯を感じることができた」、「ウクライナ避難
者の声を直接聴くことができてよかった」などの
声が寄せられました。大会には佐藤理事、西日本
区新山直前理事が参加されたほか、大久保直前理
事もオンラインで参加されました。ありがとうご
ざいます。

■「日本YMCA大会」11月25日～27日、東山荘
で開催予定
2年に一度、全国のYMCA関係者が集い、YMCA
について学び、交流を深める｢日本YMCA大会｣ 第
22回となる今年は、東山荘での開催が決まりまし
た。

今年の夏は、いつもの夏ではな
い。トクベツな夏だ！と毎年思っ
ているのは、「スイカ」が劇的に
好きだからです。茨城では生産者
の方から頂くこともあり、一夏
に、10個は食べています。皆さん
の夏はどうですか？

担当主事　　　　　　　　　　　　
日本YMCA同盟　大澤篤人（茨城）

1.ウクライナ関係
■ウクライナ人とそのご家族のための交流、学び
の場「Ukraine Café HIMAWARI」

日本に住んでいる避難者やその家族の方々の生活
相談、各種手続きサポートや、生活基盤となる顔
の見えるコミュニティー形成などが重要になると
考え、四ツ谷にある「A　YOTSUYA（エーヨツ
ヤ）」にて、ウクライナ人のための交流、学びの
場「Ukraine Café HIMAWARI」をオープンして
います。7月17日には、4回目を迎え、「生活講座
～日本での働き方について」を開講しました。日
本での就職活動や住まい探しなど、新生活を始め
るためのさまざまな課題に直面している方のため
に開講。親子で参加しやすいよう、子ども向けの
オープンワークショップも同時に開催したとこ
ろ、都内近郊から37人の避難者が参加。オンライ
ンでも3人が視聴しました。

■東京都と「東京都ウクライナ避難民マッチング
支援」協定締結（7/4）
東京都および東京都つながり創生財団と「東京都
ウクライナ避難民マッチング支援（愛称：ポプー
トヌィク・トーキョー）」に関して協定を締結し
ました。東京都には現在約300人のウクライナ避
難者が住んでいますが、戦況が長引く中、就業、
教育・保育、医療・介護、メンタルヘルスといっ
た課題が生じています。今回の協定は、これらの
課題に官民連携して取り組むために締結されたも
ので、YMCAには避難者一人ひとりのニーズを把

　ド」（デュプリー、サウスダコタ州（YMCA卒
　業生） - 15,000 CHF 
・TOF 22-09 世界の恵まれない若者のデジタ　
　ル・エクイティの加速（世界YMCA同盟) -12, 
　000スイスフラン

▶議案　15　ワイズメネット国際マニュアルの改
訂の承認
▶議案　16　2022年7月1日から終了するまで、
　ワイズメネット国際プロジェクト基金から支援
　するプロジェクトを以下の事業とする。
・ネパール･カトマンズにおける｢教育と職業訓練｣

東日本区　書記からのお知らせ

東日本区書記・清藤城宏です。今月号の理事通信も情報
満載です。いつものことですが書記からのお知らせ・お
願いを申し上げます。

（１）ブリテンについてお願い
　最近、各クラブの活動状況を知るために、皆様がたの
ブリテンを拝見しています。いろいろ見ておりました
ら、各クラブの「例会」のプログラムにかなり違いがあ
ることに驚いております。例えば例会のスタート時に
「何」を歌うか？と問いましたら、「ワイズソング」で
しょう、と異口同音お答えになる、と思います。
　が、このワイズソングに先立って、「国歌斉唱」を
行っているクラブがあります。
　また、ワイズソングは、通常「いざ立て」と日本語で
歌うことが多いのですが、東京クラブではなんと、
「Once more・・」と英語で歌うのです。私の所属して
いる甲府２１では、ワイズソングは日本語で歌っており
ます。
　そういうことで、身近なことにも再発見。どうぞ日々
のクラブ活動をブリテンに載せて、お寄せ下さい。お待
ちしております。

（２）「お便りだけが頼りです」
　この理事通信は、クラブ、部そして東日本区の「今」
そして「明日」を紹介していきたい、と思っておりま
す。こんなイベントを行います！そんなＰＲを是非お寄
せください。今月号には、早速お便り頂きました「厚木
クラブ」さんの例会の告知を掲載させて頂きます。富士
山噴火？厚木市の防災管理部長を務められた倉持さんの
卓話です。オンラインでも受講出来ますので、まずは佐
藤節子厚木クラブ会長まで参加リクエストをしてみては
いかがでしょうか。

（３）「ハンドブック＆ロースター」は８月中旬発行
　遅れておりますハンドブック＆ロースターについて、
お盆前には皆様に「ハンドブック」部分をウェブサイト
でご覧頂けるように致します。そのうえで、お申し込み
頂いたクラブ毎に、「印刷版（紙）」を９月上旬にお送
りする予定です。大変遅くなりましたこと、お詫び申し
上げます。

YMCA報告↘前ページより
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握し、支援策に結び付けていくことが期待されて
います。

2.世界のYMCAのトピックス

■世界YMCA大会開催
7月3日～8日デンマークのオーフスで、4年に1度
の世界YMCA大会が開催されました。第20回にあ
たる今回は「IGNITE（火をつける）」をテーマ
に、初のハイブリッド形式で行われ、現地参加約
1,000名、オンライン参加1,000名という過去最
大級の大会となりました。日本からは田口日本
YMCA同盟総主事など12名が現地参加、オンライ
ンで44名が参加しました。
大会では、コロナ後の世界やSDGsなどグローバ
ルな課題に対してYMCAが行動を起こしていくた
めの「VISION2030」が採択され、以下の4つの
目標が掲げられました。
①Community Wellbeing (コミュニティーウエル    
 ビーイングファースト)
②Meaningful Work（やりがいのある仕事と環境  
 の創造）
③Sustainable Planet
（持続可能な地球のために）
④Just World
（公正な世界の実現のために）

同時開催された、世界YMCA退職主事会の会長に
山田公平さん（元同盟総主事、前APAY総主
事）、同アジア会長に島田茂さんが選出されまし
た。また会の中では、ワイズメンズクラブ国際協
会100周年の記念式典もあり、次期アジア太平洋
地域会長の利根川恵子さんも参加されました。次
回は2026年にカナダ・トロントで開催されます。

■APAY（アジア・太平洋YMCA同盟）
　2021年度事業報告書 
事業報告書ではユースの育成、気候変動、ジェン
ダー、メンタルヘルス、災害対策などへの取り組
みが報告されています。（英文・全87頁）

3．日本のYMCAのトピックス
■ウォーターセーフティーキャンペーン開催中
　▽ライフセーバーのお仕事を体験　7/17（三浦
　YMCAグローバル・エコ・ビレッジ））
　▽プレスリリースを活用、安全知識の普及に尽
　力（大阪YMCA）
　▽親子で着衣泳体験。海藻や波など疑似自然も
　体験（東京YMCA）　　
■広島YMCAユース平和ミーティング
「広島YMCA国際青少年平和セミナー」が、今年
はユースリーダーたちの企画により「ユース平和
ミーティング」とし、オンライン（Zoom）で実
施されました。7月29日（金）19:00～21:00

■大阪YMCA発達障がい支援セミナー
「保護者との連携と関わり ～発達に課題が感じら
れる子を支えるために～」 
【日　時】8月1日（月）10:00～  8月14日(日)
＊期間中オンデマンド配信
【講　師】長澤 正樹氏（新潟大学大学院教育実践
学研究科（教職員大学院）教授）
【参加費】2,000円　

4．日本YMCA同盟からのお知らせ
■第11回日本YMCA同盟協議会　3年ぶりにリア
ルで開催
6月18日～19日、東山荘を会場に初のハイブリッ
ド形式で開催され、計130人が参加。中期計画2年
目に向けた協議のほか、アジア・太平洋YMCA同
盟総主事へのインタビュー、ウクライナからの避
難者との交流・報告会とともに主事認定証授与式
などが行われました。「久しぶりに全国YMCAの
連帯を感じることができた」、「ウクライナ避難
者の声を直接聴くことができてよかった」などの
声が寄せられました。大会には佐藤理事、西日本
区新山直前理事が参加されたほか、大久保直前理
事もオンラインで参加されました。ありがとうご
ざいます。

■「日本YMCA大会」11月25日～27日、東山荘
で開催予定
2年に一度、全国のYMCA関係者が集い、YMCA
について学び、交流を深める｢日本YMCA大会｣ 第
22回となる今年は、東山荘での開催が決まりまし
た。

【2012年3月5日中国新聞】
４５年前の原爆ドーム（広島市中区）の第１回保存
工事で現場責任者を務めた元清水建設広島支店社員、
二口（ふたくち）正次郎さん（９１）＝安佐南区＝
が、保存状況を調べる健全度調査中のドームを訪れ
た。崩壊の恐れがあったドームをよみがえらせた
「誇り」を胸に、「平和の象徴をずっと残してほし
い」と願った。（論説委員・金崎由美）

担当主事　　　　　　　　　　　　
日本YMCA同盟　大澤篤人（茨城）

1.ウクライナ関係
■ウクライナ人とそのご家族のための交流、学び
の場「Ukraine Café HIMAWARI」

日本に住んでいる避難者やその家族の方々の生活
相談、各種手続きサポートや、生活基盤となる顔
の見えるコミュニティー形成などが重要になると
考え、四ツ谷にある「A　YOTSUYA（エーヨツ
ヤ）」にて、ウクライナ人のための交流、学びの
場「Ukraine Café HIMAWARI」をオープンして
います。7月17日には、4回目を迎え、「生活講座
～日本での働き方について」を開講しました。日
本での就職活動や住まい探しなど、新生活を始め
るためのさまざまな課題に直面している方のため
に開講。親子で参加しやすいよう、子ども向けの
オープンワークショップも同時に開催したとこ
ろ、都内近郊から37人の避難者が参加。オンライ
ンでも3人が視聴しました。

■東京都と「東京都ウクライナ避難民マッチング
支援」協定締結（7/4）
東京都および東京都つながり創生財団と「東京都
ウクライナ避難民マッチング支援（愛称：ポプー
トヌィク・トーキョー）」に関して協定を締結し
ました。東京都には現在約300人のウクライナ避
難者が住んでいますが、戦況が長引く中、就業、
教育・保育、医療・介護、メンタルヘルスといっ
た課題が生じています。今回の協定は、これらの
課題に官民連携して取り組むために締結されたも
ので、YMCAには避難者一人ひとりのニーズを把

大澤篤人様
理事通信の原稿の、広島YMCAユース平和ミーティ
ングを見ましたら、原爆ドーム保存の記事がありま
した｡  そこに清水建設の二口現場監督の記事があり
ました｡  私佐藤重良も清水建設で、各所の工事を担
当しました。YMCAに関係する、二口さんが写真を
提供されたことを知り、先輩もその子供さんもYM
CAのため､世の中のため役に立っていることを知り
感動しているところです。
素晴らしい情報ありがとうございました。
 　　　　　　  佐藤　重良（東日本区理事）
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甲府やまなみワイズメンズクラブ
国際協会加盟認証状伝達式(チャーターナイト)

甲府ワイズメンズクラブでは、創立70周年記念事
業の一環として、 新クラブ設立を目指してまいり
ましたが、去る6月11日に設立総会を終え、来た
る9月3日(土)、国際協会加盟認証状伝達式(チャー
ターナイト)を開催する運びになりましたのでご案
内申し上げます。
詳細は前のページのチラシをご覧ください。
現在コロナ第7波を迎えていますが、9/3の頃は、
波の底になっていることを願っております。
・甲府ワイズメンズクラブ会長　田中克男
・(仮)甲府やまなみワイズメンズクラブ
  　　　　　　　  会長　藤原一正
　

◆日時：2022年9月3日（土）14：30～17：30
　　・伝達式典　14：30～15：45
　　　（受付開始　14：00から）
　　　記念撮影・休憩
　　・祝会　　　16：00～17：30
◆会場：ホテル談露館
　　甲府市丸の内1-19-16　055-237-1331
◆登録料：8,000円
◆申込み締切　2022年8月20日まで
◆お問合せ先
　設立準備委員長　
　甲府クラブ　　　　　仙洞田安宏　まで
　●メール　sendohda@maple.ocn.ne.jp
　＊クラブ会長宛既報の登録用紙にご記入の上
　　メールでお申し込みください。

理事　佐藤重良
今年の11月に台北で行われる国際協会創立100周
年祝賀会の登録はもうお済みでしょうか？8月末ま
での登録は早割にて420＄です。
私は2019年7月19日～21日に仙台で行われたア
ジア太平洋地域大会に台湾から100名にも上る大
勢の方が日本に来て下さったことを覚えていま
す。今回は私たちが訪れて恩返しをしたいところ
です。
▶なお、コロナにより式典がオンラインになるこ
とも考えられるため、ホストコミッティーへ問い
合わせ致しました。
以下、シェン委員長（アジア太平洋地域会長）か
らの回答です。
　「祝賀会のリアル開催ができなくなった場合、
　　10月31日までのキャンセルについては、50
　　米ドル（Zoom開催の費用に充当）を差し引
　　いた登録費を返金する」
◆11月15日-17日の祝賀会時点での新型コロナウ
イルス蔓延状況、台湾当局の入国制限の状況（現
時点では観光目的の入国は禁止、ビジネス等で入
国した場合も3日間の検疫宿泊施設等での隔離およ
び4日間の自主防疫（不要不急の外出を行わな
い））は不透明ですが、上記のキャンセルポリ
シーを参考にされ、登録するかどうかをご判断く
ださい。
◆なお、ホテル、航空券の予約に際してもキャン
セルの扱いについて十分ご注意ください。
◇祝賀会ウェブサイト（登録もこちらから、登録
費の支払いはクレジットカードで）

　→　http://ymi-100.org/ 　　　　　　　

ＳＤＧｓ×ユースアクション
実施報告　山梨YMCAユースリーダー

東日本区では、「Y's×SDGs Youth Action2022
」において現在６チームがワイズ・ＹＭＣＡパー
トナーシップ検討委員会の支援と伴走のもと、活
動しています。各チームの目的は地域社会への貢
献、未来への礎、海外との協力など様々です。そ
の中の一つである山梨YMCAユースリーダー会で
は「山梨アクション！2022」として［ゴミ拾いイ
ベント］を7月18日山梨県甲府市で開催しまし
た。集まったのは小学生とその親を中心に100人
余り。簡単に言えば、どんな種類のゴミを何キロ
拾ったかを競う、ゲーム感覚でゴミを拾うイベン
トです。地元甲府市のＳＤＧｓ課、環境課の方々
にも賛同・後援頂きました。私たちはこのような
ユース活動を大切に育んでいます。
【甲府21発】

ユースアクション実施報告　甲府編

みんなで行こう、2022年11月台北
国際協会創立100周年祝賀会
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ＹＭＣＡではウクライナから日本に避難してくる
方々の渡航・来日への支援を展開しています。あ
わせて、日本に避難して来られた方々が生活を始
めるにあたって必要な手続きなどのサポートから
始まり、安全・安心な日本生活を送るための情報
や物資の提供、孤独や孤立を防ぐための居場所づ
くりなど、ケースに応じた多様な支援活動を展開
しています。
私たちワイズメンズクラブ東日本区でも足並みを
揃え、ウクライナ支援募金を行っています。
▶募金はこちら
公益財団法人とちぎYMCAのサイトに遷移しま
す。

Be healthyプログラム結果発表

前期5月に開催したBe healthyプログラムの結果
と東日本区大会での献金についてご報告いたしま
す。Be healthyプログラムは献金いただき、5月
10日から5月31日の間、ウォーキングを行ってい
ただくプログラムでした。12名の方にご参加いた
だき24,000円の献金をいただきました。上位3名
の成績は次のとおりです。第1位：衣笠輝夫さん
（埼玉）40万歩、第2位：大和民明さん（一般）
39.3万歩、 第3位： 大野  勉さん（神戸ポート）
34.5万歩でした。おめでとうございます。参加者
が少なかったので年齢別の表彰は行わず、上位3名
の方に賞品をお送りします。また東日本区大会で
は6名の方からBe healthyプログラムへ32,000円
のご献金をいただきました。カード決済のシステ
ム利用料等の諸経費を差し引いて、合計50,000円
を日本YMCA同盟の実施しているウクライナから
日本に避難されている方への支援募金に寄付いた
しました。ご協力ありがとうございました。
           　　　　　　　（直前理事　大久保知宏）

［東日本区発］
法人推進委員会（大久保委員長）では、我々ワイ
ズメンズクラブ国際協会東日本区が一般社団と
なったことを切っ掛けに、各種「助成金」「補助
金」に対して応募をしてもらうようにハッパをか
けています。従来は任意団体として活動を行って
いたため、いわゆる「登記簿謄本」にも記載され
ていませんでした。このことは、ボランティア活
動を推進するにあたり、行政等からの助成金・補
助金を申請する法人名がキチンと書けない、とい
うことでした。2021年7月1日に、社会の公器と
して法人格である一般社団法人を獲得したことを
一つの契機に、我々は第2ステージに入ろうとして
います。
大久保知宏さんは、「一般社団法人としての地位
は苦労して取得したものです。ぜひこれを利用し
て欲しい」と言っています。また、この6月まで法
人推進委員長をやってこられた板村哲也さんは、
「法人推進委員会の中に、書類等の作成のアドバ
イスが出来るチームを設置しようとしています。
気軽に相談してみてください」とも言っていま
す。慣れれば簡単なことでも、はじめての人に
とってはハードルが高い行政等への申請書類の書
き方をアドバイスします。

▶まずは東日本区までご連絡を。
宛先　東日本区書記　清藤まで。
メール　kuniseido@gmail.com　 

厚木クラブの例会のお知らせです。

日時：8月24日（水］午後6時半～
会場：アミューあつぎ＆Zoom中継予定
卓話：「歴史は語る！大地震と富士山の噴火」
　　　倉持　隆雄さん
　　　（セーフコミュニティ総合指導員）
□現実味を帯びてきた「南海トラフ巨大地震」や
「富士山の噴火」「首都圏直下地震」について、
その備えは何から始めればいいのかわからない、
という人が殆どだと思います。自助／共助／公
助。まずは自分の身を自分で守るためにはどうし
たらいいのか。ハザードマップ見たことあります
か？まずはこれだけは心掛けて欲しいことを卓話
で語って頂きます。
【倉持隆雄さんのプロフィール】
　昭和54年4月に厚木市役所に入庁。生活安全課
　長、危機管理部長を歴任し、防犯、防災などの
　分野のエキスパートとして活躍。厚木市役所を
　退職後は、セーフコミュニティ総合指導員とし
　て研修会や講演会を通し、地域に根差した安　
　心・安全な取組を支援しています。

＊小松湘南・沖縄部長からご紹介頂きました。
▶お申し込み・お問合せ
　厚木クラブ　　佐藤節子会長
　zamasunsun@jcom.home.ne.jpまでどうぞ。
　
開催日近くなりましたら、ZoomのURLをメール
致します。

ウクライナへの募金について・お願い

「助成金・補助金」申請お手伝いします！

https://www.tochigiymca.org/payment/bhp.php

このウエブサイトでは、
クレジットカードを用いて
1,000円から募金が可能です。

ウクライナ緊急支援募金

（各部・各クラブからの投稿のコーナーです）
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東日本区事務所便り

今年度の部大会は次の日程で開催される予定で
す。
新型コロナ「ケンタウロス」等の蔓延により
予定が変更になる場合があります。

［北海道部　部大会］＊第1回評議会として開催
日時： 8月27日（土）13：00～17：00
会場：北海道YMCA　対面＆Zoom

［北東部　部大会］
日時：9月17日（土）13：00～
会場：宇都宮市内

［関東東部　部大会］
日時：10月1日（土）11：00～13：30
会場：しののめYMCA子ども園

部大会のお知らせ

7月入会者 2022/7/31
入会日 部 クラブ 入会者 紹介者･他

7月 2022年7月1日 あずさ部 東京八王子 佐藤信也 中里　敦
2022年7月1日 富士山部 熱海 井出光大 小林秀樹
2022年7月11日 東新部 東京多摩みなみ 滝口恵子 再入会

3

JEF献金

献金日 部 クラブ 献金者 金額
7月 2022年7月1日 あずさ部 甲府21 佐藤重良 100,000

2022年7月19日 東新部 東京多摩みなみ 田中博之 100,000
月間合計 200,000
年間合計 200,000

ウクライナ支援へ 0
JEF残高 13,608,476

［東新部　部大会］
日時：10月8日（土）13：30~16：30
会場：在日本韓国YMCAアジア青少年センター
　　　9階国際ホール

［あずさ部　部大会］
日時：10月15日（土）11：00～15：00
会場：山梨県忍野村「いちい亭」
　　＊富士五湖クラブ20周年も兼ねて

［湘南・沖縄部　部大会］
日時：10月22日（土）14：00～16：30
会場：とつかYMCA

［富士山部　部大会］
日時：10月29日（土）10：30~
会場：YMCA東山荘 

東日本区事務所長　　　小林　　隆
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